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概 要：

本国際会議に参加する目的は，インコヒーレントホログラフィの記録手法を発表し，その研究内容に関し

て他の研究グループの研究者と議論をおこなうことである。本国際会議では，3次元イメージングやディジタ

ルホログラフィ，ディスプレイ，センシング分野で活躍する企業や大学の研究者が一堂に会しているため，

インコヒーレント光を用いたイメージングやディジタルホログラフィに関して活発に議論を交わすことがで

きる。また，他の研究グループの最先端の研究動向・成果を知ることができ，今後，申請者の研究を進める

上で有意義な情報を収集できる格好の機会でもある。

本国際会議に参加して得られた成果は，ホログラフィ・3次元ディスプレイ分野の研究者に申請者の研究成

果を広めることができたことである。研究発表を通して，簡易な光学系を用い，品質の高い再生像が得られ

るインコヒーレントホログラフィの一手法として有用であることを示した。英語圏において初めてのポス

ター発表であったが，自分自身の研究を発表し，他の技術者と議論を交わすことができたことは自信になっ

た。

また，本国際会議に参加する機会を利用し，ジョンズ・ホプキンス大学モンゴメリーキャンパスを訪問，G.

Brooker 教授の研究室を見学し，インコヒーレントホログラフィを用いた顕微鏡法について，今後の研究のた

めの知見を得ることができた。加えて，自分自身の研究内容の紹介もおこない，議論を通じて，国際交流を

おこなった。

本国際会議に参加して得たものは多く，インコヒーレントホログラフィの研究を進める上で良い刺激と

なった。本国際会議に参加するためのご支援を頂いたことに心より感謝致します。
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